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ら
れ
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
河
川
の
流
路
の
方

向
等
の
類
似
性
で
す
。
北
東
に
流
れ
る
宇
陀
川
は
そ

の
北
側
に
あ
る
笠
間
川
と
奈
良
県
曽
爾
村
を
流
れ
る

青
蓮
寺
川
と
は
流
路
が
平
行
で
あ
り
、
宇
陀
川
を
合

流
し
た
名
張
川
と
青
蓮
寺
川
は
山
地
で
峡
谷
を
つ
く

り
、
流
路
の
方
向
が
共
に
反
時
計
回
り
を
し
て
い
ま

す
。
前
述
の
よ
う
に
名
張
川
・
青
蓮
寺
川
お
よ
び
滝

川
も
同
様
で
す
。

こ
の
よ
う
な
名
張
の
地
形
は
地
殻
変
動
に
よ
っ
て

で
き
た
土
地
の
姿
で
あ
っ
て
変
動
地
形※
２

と
言
い
ま
す
。

地
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
近
畿
地
方
は

｢

近
畿
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル

(

近
畿
三
角
地
帯※
３)｣

と
呼
ば
れ
、
近

畿
地
方
か
ら
西
南
日
本
へ
土
地
の
高
さ
に
東
西
方
向

に
う
ね
り
が
あ
り
、
中
国
地
方
と
四
国
の
山
地
・
鈴

鹿
山
地
と
紀
伊
山
地
は
う
ね
り
の
た
か
ま
り
で
あ
り
、

瀬
戸
内
海
や
布
引
山
地
と
大
和
高
原
は
う
ね
り
の
谷

に
あ
た
る
と
言
い
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
布
引
山
地
と

大
和
高
原
は
鈴
鹿
山
地
の
山
頂
群
よ
り
高
さ
が
低
く
、

侵
食
の
進
行
が
遅
れ
て
準
平
原
の
平
坦
面
を
広
く
残

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
近
畿
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
に
は
北
東
―
南
西
方
向
と
北
西
―
南
東
方
向

の
二
系
列
の
断
層
群
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
断

層
に
よ
り
土
地
は
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
さ
れ
、
伊
賀
地

方
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
北
東
に
傾
き
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
南
東
側
に
急
斜
面
の
断
層
崖
が
で
き
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

高
原
状
の
山
地
や
河
川
の
流
路
の
類
似
と
峡
谷
の

存
在
は
こ
の
よ
う
な
変
動
地
形
の
つ
く
っ
た
も
の
で

す
。

(
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和
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(

矢
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よ
り
茶
臼
山
方
向
を
望
む)
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※
１

地
形
面
に
は
浸
食
面
と
堆
積
面
が
あ
る
。
前
者
の
面
で
こ
れ
以

上
浸
食
が
進
ま
な
い
と
考
え
ら
れ
る
平
坦
な
地
形
面
。
一
般
に

日
本
で
は
隆
起
準
平
原
と
い
わ
れ
、
高
原
を
つ
く
っ
て
い
る
山

地
や
山
頂
に
平
坦
面
の
あ
る
も
の
を
い
う
。

※
２

地
殻
変
動
の
運
動
の
形
が
そ
の
ま
ま
近
い
姿
で
残
さ
れ
て
い
る

地
形
。

※
３

近
畿
地
方
の
中
央
部
の
地
域
で
、
敦
賀
湾
を
頂
点
と
し
、
伊
勢

湾
・
大
阪
湾
を
含
み
、
紀
の
川
・
櫛
田
川
を
結
ぶ
東
西
の
線
を

底
辺
と
し
た
三
角
形
の
地
域
の
地
学
上
の
用
語
。
活
火
山
が
な

く
、
断
層
運
動
で
で
き
た
山
地
と
盆
地
が
交
互
に
分
布
し
て
い

る
地
域

(

藤
田
和
夫｢

変
動
す
る
日
本
列
島｣

岩
波
新
書

一
九

八
五)

。

名
張
市
は
、
東
に
布
引
山
地
、
北
に
信
楽
高
原
、

西
に
大
和
高
原
、
南
は
高
見
山
地
と
に
か
こ
ま
れ
た

伊
賀
盆
地
の
南
西
部
に
あ
り
ま
す
。

市
内
の
地
形
は
、
中
央
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
は

伊
賀
盆
地
の
南
部
に
位
置
す
る
名
張
盆
地
が
あ
り
、

盆
地
の
南
側
に
は
高
見
山
地
の
北
縁
の
室
生
山
地
、

西
側
に
は
奈
良
県
へ
広
が
る
大
和
高
原
が
あ
り
、
名

張
盆
地
内
に
は
名
張
川
と
そ
の
支
流
に
沿
っ
て
丘
陵
・

段
丘
・
谷
底
低
地
が
あ
り
ま
す
。

室
生
山
地
は
国
道
一
六
五
号
の
南
東
側
に
あ
っ
て

名
張
市
の
過
半
の
地
域
を
占
め
て
い
ま
す
。
名
張
盆

地
の
丘
陵
か
ら
急
に
高
さ
と
起
状
が
大
き
く
な
り
、

南
に
向
か
っ
て
次
第
に
高
さ
を
増
し
て
高
見
山
地
に

達
し
ま
す
。
山
地
で
の
最
高
点
は
奈
良
県
と
の
境
界

に
あ
る
国
見
山

(

八
八
三
メ
ー
ト
ル)

で
、
こ
こ
か
ら
西

方
の
長
坂
山

(
五
八
五
メ
ー
ト
ル)

ま
で
山
々
が
連
な
っ

て
お
り
、
山
地
内
の
山
頂
群
の
高
さ
は
西
へ
次
第
に

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
山
地
を
刻
む
名
張
川
・
青
蓮

寺
川
・
滝
川
の
三
つ
の
河
川
の
流
れ
方
が
山
地
の
中

を
蛇
行
し
な
が
ら
北
西
か
ら
北
に
進
み
、
さ
ら
に
西

に
か
え
て
盆
地
内
の
名
張
川
に
合
流
す
る
と
い
う
、

共
に
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

大
和
高
原
は
名
張
盆
地
の
西
側
に
広
が
り
、
起
状

の
小
さ
い
地
形
の
準
平
原※
１

の
山
地
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
高
原
は
そ
の
南
端
で
市
の
境
界
に
位
置
す
る
茶

臼
山

(

五
三
六
メ
ー
ト
ル)

を
最
高
と
し
て
北
西
方
向
に

高
度
が
低
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
茶
臼
山
の
南
東
側

は
急
斜
面
に
な
っ
て
名
張
川
と
そ
の
支
流
の
宇
陀
川

の
谷
底
低
地
に
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
山
地
と
低

地
を
境
す
る
名
張
断
層
に
よ
る
断
層
崖
で
す
。
奈
良

県
の
宇
陀
盆
地
か
ら
流
下
す
る
宇
陀
川
は
名
張
の
低

地
に
入
る
と
断
層
崖
と
平
行
に
北
東
に
進
み
、
名
張

市
街
地
近
く
で
名
張
川
と
合
流
し
、
蛇
行
し
な
が
ら

北
進
し
て
大
和
高
原
に
入
り
、
山
地
内
で
一
時
西
に

変
え
て
木
津
川
に
入
り
ま
す
。

名
張
盆
地
は
北
部
の
上
野
盆
地
と
同
様
に
標
高
二

五
〇
〜
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
丘
陵
が
見
ら
れ
、
旧
市
街

の
西
側
か
ら
桔
梗
が
丘
に
か
け
て
広
い
地
域
が
あ
り

ま
す
。

盆
地
を
流
れ
る
名
張
川
・
宇
陀
川
の
両
岸
に
は
数

段
の
段
丘
が
見
ら
れ
、
そ
の
平
坦
面
に
は
旧
市
街
地

や
集
落
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

名
張
の
谷
底
低
地
は
蔵
持
町
か
ら
赤
目
町
に
い
た
る

名
張
川
と
そ
の
支
流
の
宇
陀
川
の
つ
く
る
広
い
低
地

や
小
波
田
川
に
見
ら
れ
る
低
地
で
古
く
か
ら
農
耕
地

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

名
張
の
地
形
の
特
色
は
、
一
つ
は
山
地
の
形
で
あ
っ

て
、
起
状
の
小
さ
い
高
原
状
平
坦
面
か
ら
で
き
て
お

り
、
遠
望
す
る
と
、
山
地
よ
り
低
い
丘
陵
や
段
丘
の

面
と
あ
わ
せ
て
階
段
状
の
平
坦
面
の
あ
る
景
観
が
見

名
張
の
地
形

―
土
地
の
姿
と
そ
の
で
き
方
―

名張の地形
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